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・
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╍

人権啓発シリーズ
外国人の人権②
施策の方向性
④ 　外国人の人権問題の解決を図るため、人権擁護
委員や法務局などと連携し、外国人に利用しやす
い相談体制の充実に努めます。
⑤　学校教育において、国際理解教育に努めます。

　ごみ処理問題を抱えるインドネシア・デポック市（人口約 180 万人）から本町のリサイクルシステムをを
学ぶため、６月 16日（日）～ 21日（金）、国際協力機構（ＪＩＣ A）の支援を受けて、デポック市の環
境局長や教育長、リサイクルセンター職員ら５名が来日しました。今回は、ごみ減量化を目的とし『大崎
モデル』を参考にデポック市内においても生ゴミ等の分別排出・収集・運搬・処理のシステムづくりやリ
サイクル普及指導員の育成などについて町内の施設（小学校やリサイクルセンターなど）の研修・視察を
しまし した。写真上段は、西迫資源ごみ収集所での研修風景。下段は「ガンバリマス！。」と力強く決意表明！

インドネシアから研修・視察
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